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子
ど
も
た
ち
が
熱
中
す
る
。

「
討
論
の
授
業
」
に
も
発
展
で
き
る
。

「
桃
太
郎
の
要
約
」を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま「
追
試
」

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
国
語
の
得
意
な
子
も
そ
う

で
な
い
子
も
小
学
生
も
中
学
生
も
熱
中
す
る
。
こ

れ
は
、
向
山
氏
が
小
学
校
の
教
師
で
あ
り
、
実
際

に
授
業
を
や
り
つ
つ
指
導
法
を
開
発
し
て
き
た
か

ら
で
あ
る
。　

な
お
、
本
冊
子
に
は
、

⑴
向
山
洋
一
『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
１
９
９
１ 

　

 

年
２
月
号
』（
明
治
図
書
） 

　

 p.9-11

⑵
向
山
洋
一
『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
１
９
９
１ 

　
 

年
２
月
号
』（
直
筆
原
稿
）
向
山
実
物 

　

 
資
料XA01-199102-75

⑶
新
牧
賢
三
郎
『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ 

　

 

１
９
９
０
年
２
月
号
』（
明
治
図
書
）

　

 p.17-23

⑷
向
山
洋
一
「
教
材
文
（
向
山
メ
モ
①
）」 

　

 

１
９
９
０
向
山
実
物
資
料 

　

 A09(1)-75-02-01

⑸
向
山
洋
一
「
教
材
文
（
向
山
メ
モ
②
）」

　

 

１
９
９
０
向
山
実
物
資
料 

　

 A09(1)-75-02-02 

⑹
向
山
洋
一
「
授
業
構
想
メ
モ
」 

　

 

１
９
９
０
向
山
実
物
資
料 

　

 A09(1)-75-03

⑺
向
山
洋
一
『
向
山
式
要
約
指
導
法
（
向 

　

 

山
メ
モ
）』
向
山
実
物
資
料 

　

 A09-135-01

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

解
説
は
、
椿
原
正
和
氏
で
あ
る
。

本
資
料
に
つ
い
て

向
山
洋
一
氏
は
、
次
世
代
を
担

う
若
い
先
生
方
の
た
め
に
、
20
万

点
を
を
超
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
実
物

資
料
を
残
し
た
。
こ
れ
ら
の
一
部

を
、
メ
ル
マ
ガ
「
谷
和
樹
の
教
育

新
宝
島
」
の
特
典
資
料
と
し
て
、

会
員
限
定
で
公
開
す
る
。

●
向
山
洋
一
の
教
育
資
料
を
解
説 

　

付
き
Ｐ
Ｄ
Ｆ
冊
子
に
し
て
毎
月 

　
一
回
配
信
（
30
ペ
ー
ジ
前
後
）　

●
向
山
洋
一
の
未
公
開
映
像
・
音 

　

声
を
年
６
回
以
上
配
信（
不
定
）

特
典
映
像
は
こ
ち
ら

https://vim
eo.com

/935687807/29b49c0eab

１
９
９
０
年
８
月
19
日
、
新
潟
塾
に
て
向
山
洋

一
氏
は
「
向
山
式
要
約
指
導
」
の
模
擬
授
業
を
行
っ

た
。教

材
は
、「
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
な
か
ま
た
ち
」（
光

村
３
年
国
語
）
で
あ
る
。

今
月
は
、
こ
の
模
擬
授
業
の

⑴
授
業
映
像

⑵
文
字
起
こ
し
・
解
説

を
中
心
に
お
届
け
し
た
い
。 

さ
て
、「
向
山
式
要
約
指
導
」
の
魅
力
は
、

⑴
す
ぐ
れ
た
「
要
約
の
方
法
」

⑵
す
ぐ
れ
た
「
授
業
の
組
み
立
て
」

こ
の
２
つ
に
あ
る
。

物
語
文
や
説
明
文
の
教
材
を
教
え
る
際
、
要
約

指
導
は
極
め
て
重
要
だ
。

「
向
山
式
要
約
指
導
」
は
、
子
ど
も
に
力
が
つ
く
。

授
業
が
楽
し
い
。
知
的
だ
。
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子
ど
も
た
ち
は
三
度
飛
躍
す
る
。

向
山
式
呼
び
か
け
指
導
の
驚
き
ロ
ジ
ッ
ク

椿
原　

正
和

解  

説

先
生
に
言
わ
れ
な
く
て
も
ぬ
る
。

先
生
に
言
わ
れ
な
く
て
も
ぬ
る
。

私
は
、
全
国
行
脚
の
授
業
の
中
で
こ
の
説
明
を

入
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ビ
デ
オ
を
視
聴
し
た

時
、
衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
記
録

は
解
説
資
料
に
も
記
述
が
な
い
の
で
す
。

さ
ら
に
、
向
山
氏
は
こ
の
説
明
を
「
確
認
」
し

て
い
ま
す
。
こ
の
「
確
認
」
が
次
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

②
丸
を
ぬ
っ
た
か
の
確
認

向
山
氏
は
、
丸
一
〇
個
の
説
明
を
し
た
後
に
実

際
に
教
材
を
読
む
時
間
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
教

師
相
手
に
し
て
は
、
若
干
読
ま
せ
る
時
間
が
長
い

な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
理
由
が
、
音
読
後
の
向
山
氏
の
次
の
指
示

で
分
か
り
ま
し
た
。

「
一
つ
ぬ
っ
た
人
？
二
つ
ぬ
っ
た
人
？
三
つ

ぬ
っ
た
人
？
」

こ
の
音
読
の
際
に
は
「
一
回
読
ん
だ
ら
丸
を
一
個

ぬ
り
ま
す
」
と
は
指
示
し
て
い
ま
せ
ん
。

一
　
音
読
の
丸
一
〇
個
シ
ス
テ
ム
の
組
立
て

教
科
書
の
音
読
指
導
の
最
初
に
題
名
の
横
に
小

さ
な
丸
を
一
〇
個
書
か
せ
ま
す
。
一
回
読
ん
だ
ら

丸
を
一つ
ぬ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。
向
山
氏
が

開
発
し
広
め
た
シ
ン
プ
ル
で
効
果
の
あ
る
指
導
法

で
す
。

演
習
ビ
デ
オ
に
も
こ
の
指
導
場
面
が
あ
り
ま
す
。

特
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

①
学
び
方
の
指
示

②
丸
を
ぬ
っ
た
か
の
確
認

①
学
び
方
の
指
示

向
山
氏
は
、
丸
一
〇
個
の
シ
ス
テ
ム
を
「
一
回
最

後
ま
で
読
み
お
わ
っ
た
ら
一
個
ぬ
る
。
お
家
で
も
学

校
で
も
」
の
後
に
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

そ
の
上
で
読
み
終
わ
っ
た
後
の
確
認
を
し
て
い
ま

す
。
ぬ
っ
た
参
加
者
と
ぬ
る
の
を
忘
れ
て
い
た
参
加

者
が
い
る
は
ず
で
す
。
子
ど
も
で
も
同
じ
で
す
。

ぬ
る
の
を
忘
れ
て
い
た
子
を
注
意
し
た
り
叱
っ
た
り

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
参
加
者
は
、

一
回
読
み
終
わ
っ
た
ら
丸
を
１
個
ぬ
る

と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
強
烈
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
た

は
ず
な
の
で
す
。

シ
ス
テ
ム
を
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
組
立
て

こ
れ
も
向
山
型
の
特
徴
で
す
。

二
　
要
約
文
を
板
書
さ
せ
る
組
立
て

「
桃
太
郎
」
の
要
約
指
導
は
、
基
礎
編
と
し
て
と

て
も
分
か
り
や
す
い
指
導
で
す
。

現
在
に
い
た
る
ま
で
多
く
の
教
師
に
よ
っ
て
追
試

し
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

要
約
指
導
に
は
、
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向
山
氏
は
、
三
回
目
の
板
書
の
際
に
、
次
の
よ

う
に
指
示
し
て
い
ま
す
。

三
回
目  

ま
だ
黒
板
に
書
い
て
い
な
い
人
、

　
　
　

  

黒
板
に
出
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

三
回
目
に
板
書
す
る
の
は
、
勉
強
の
苦
手
な
子

ど
も
た
ち
で
す
。

そ
し
て
「
八
点
、
九
点
、
一
〇
点
の
高
得
点
が

続
出
す
る
」
と
い
う
逆
転
現
象
が
生
じ
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
向
山
型
要
約
指
導
は
、
要
約
の

シ
ス
テ
ム
と
「
板
書
の
回
数
と
組
立
て
」
が
セ
ッ
ト

で
最
大
の
教
育
効
果
を
あ
げ
る
の
で
す
。

三
　
教
材
研
究
の
肝
「
む
れ
」

「
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
な
か
ま
た
ち
」
の
要
約
指
導
の

最
大
の
肝
は
、
次
の
語
句
で
す
。

む
れ

こ
の
説
明
文
は
「
問
い
と
答
え
の
対
応
」
が
不

十
分
で
す
。「
答
え
」
は
十
段
落
に
あ
り
ま
す
が
、

板
書
の
回
数
と
組
立
て

と
い
う
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、特
典
資
料
の
新
潟
合
宿
で
の
記
録
（
ビ

デ
オ
含
む
）
に
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
向
山
氏
の
「
向

山
式
要
約
指
導
」（「
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
」
一
九
九
一

年
二
月
号
）
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

要
約
文
は
、
三
回
板
書
さ
せ
ま
す
。

向
山
氏
は
、
板
書
さ
せ
る
子
ど
も
を
次
の
よ
う

に
指
定
し
て
い
ま
す
。

一
回
目  

で
き
た
子
は
、
黒
板
に
書
か
せ
る
。

二
回
目  

再
び
、
で
き
た
順
に
一
○
名
ほ
ど

　
　
　

  

書
か
せ
る
。

つ
ま
り
「
で
き
た
子
」
に
板
書
さ
せ
て
い
る
の
で

す
。
学
級
の
中
で
は
勉
強
の
で
き
る
子
た
ち
で
す
。

し
か
し
、一
回
目
の
板
書
の
評
定
で
は
「
二
点
」「
三

点
」
が
続
出
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
め
げ
ず
に
二
回

目
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
子
た
ち
で
す
。

そ
し
て
、
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
三
回
目
の
板

書
で
す
。
満
を
持
し
て
勉
強
の
苦
手
な
子
た
ち
を

舞
台
に
あ
げ
る
の
で
す
。

「
問
い
」
の
一
文
が
な
い
の
で
す
。
向
山
氏
は
日
本

言
語
技
術
学
会
で
の「
花
を
見
つ
け
る
手
が
か
り
」

の
授
業
で
、「
問
い
」
の
一
文
を
リ
ラ
イ
ト
さ
せ
る

授
業
を
し
て
い
ま
す
。

当
時
は
、
誰
も
や
っ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
授
業
展

開
で
し
た
が
、
今
で
は
三
年
生
「
す
が
た
を
か
え

る
大
豆
」（
光
村
三
下
）の「
学
習
の
手
引
き
」に「
問

い
を
入
れ
る
と
し
た
ら
、
ど
こ
に
、
ど
ん
な
文
を

入
れ
ま
す
か
。」
と
あ
り
ま
す
。
向
山
型
要
約
指

導
が
教
科
書
レ
ベ
ル
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
証
で
す
。

さ
て
、
当
然
「
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
な
か
ま
た
ち
」

で
も
「
問
い
」
の
一
文
を
リ
ラ
イ
ト
す
る
授
業
が

可
能
で
す
。
例
え
ば
、次
の
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
、
ど
の
よ
う
に
く
ら
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
で
「
問
い
と
答
え
の
対
応
」
と
い
う
説
明

文
指
導
の
基
本
は
ク
リ
ア
ー
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
指
導
か
ら
は
、「
む
れ
」
と
い
う

重
要
語
句
の
指
導
は
で
き
ま
せ
ん
。

要
約
指
導
に
よ
っ
て
「
何
の
」
研
究
を
続
け
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
が
明
確
に
な
る
の
で
す
。
こ
れ

こ
そ
が
、
教
材
研
究
の
肝
な
の
で
す
。
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1990 向山式要約指導「ニホンザルのなかまたち」

特典映像

https://vimeo.com/935687807/29b49c0eab
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